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なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等

外出行事、クリスマス会、進級お祝い会、親子レク、就労体験、茶話会

家族支援
保護者と職員の面談、親子レク、茶話会等の交流の機会を作ります。
LINEも活用しており、ご家庭の様子の聞き取りや、困りごとがあった際には気
軽に相談が出来る環境を整えています。

移行支援
スムーズにライフステージの移行が出来るように、スキルの獲得や環境調
整を行います。

地域支援・地域連携
行事を通じて外部の方と交流する機会を設け、大人と子どもが分け隔てなく楽し
く過ごせる環境を整えています。

職員の質の向上
毎日支援の振り返りと見直しを職員間で行っています。また、毎月職員研
修を実施し、サービスの質の向上を目指しています。

支　援　内　容

・食事、排泄、身辺整理等の日常生活動作の取得と向上を目指します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
ご家庭と連携しながら生活リズムを整える為に必要な療育を考え、実践します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・公
共交通機関や地域資源の活用方法などを外出を通して学ぶ機会を提供します。

・サーキットやリトミック等の活動を通じて、運動機能や基本的動作の向上を目指します。
・身体を使う活動に関しては「楽しい」だけではなく、事前にルールや意図を説明する事で、身体の使い方や感覚を意識して取り組めるように支援を行います。
・個々の発達の特性を踏まえ、過敏や鈍麻といった感覚の偏りに対して環境を整えて支援していきます。

本
人
支
援

・文字、数字、時間、空間認知等の概念を形成し、行動の手がかりとなるよう支援を行います。
・告知ボードを用いてスケジュールの見通しを立て、自身で状況の把握が出来るように支援を行います。

・コミュニケーションツールを用いて、自身の気持ちの表出が出来るように支援を行います。
・自身の気持ちを表出し、相手に伝えることが出来た際には称賛し、コミュニケーション能力の向上を図ります。

・ソーシャルスキルトレーニングや小集団遊びを通して、他者との関わり方を学ぶ機会を提供します。

支援方針

「繋がる家族・繋げる未来」
・ご家族と児童の希望を基にどうすれば夢を叶えることが出来るのか、叶えるために今必要なことは何かを考え、プログラムを展開します。
・専門職による療育を柱として、スムーズに就学期に移行する為の準備を行います。
・「出来た」という成功体験を繰り返す事で、やりがいや能力の向上に繋げていきます。

営業時間 送迎実施平日9時～12時
学校休業日（土、日、祝日、12月29～1月３日を除

く）   9時～17時

法人（事業所）理念

「あなたらしさを光と風と」
「光」と「風」は生きとし生けるすべてに、平等にあたえられた自然の恵み 目には見えない「風」に負けず、流されず、味方にして 降り注ぐ「光」のようなあたたかさや希望に満ちている・・・ そんな「ひとりひとりの人生」
の創造を目指します そのための探求を「ひとつひとつ」積み重ねます 「ひとつひとつ」違う「あなたらしさ」を 恵みの庭の、光と風の中で、探し続けます

事業所名 児童発達支援　たくと 作成日支援プログラム


